
(57)【要約】

 

【課題】 

　マイクロカテーテルやガイドワイヤーを、カテーテル

の内腔から外側へ通すための“通路口”として、カテー

テルに側孔やスリットを設ける手法は一般に行われるが

、大きな側孔を設けると、カテーテルの強度が低下する

場合がある。スリットでは“通路口”として充分な口径

を確保できない。

【解決手段】 

　側孔の端部に、カテーテル長軸方向にスリットを設け

ることで、薬液投入の際は必要以上の口径を有さず、マ

イクロカテーテルやガイドワイヤーを通過させる際に口

径を広げることができるカテーテルを提供できる。また

、スリットの両端の近傍位置に補強体を備える事で、側

孔付与によるカテーテルの強度低下を抑止することも可

能である。

【選択図】 図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
可 撓 性 チ ュ ー ブ か ら な る カ テ ー テ ル で あ っ て 、 少 な く と も １ つ の 側 孔 を 有 し 、 前 記 側 孔 に
ス リ ッ ト を 有 す る こ と を 特 徴 と す る カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ス リ ッ ト が チ ュ ー ブ の 長 軸 方 向 に 、 前 記 側 孔 の 両 端 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求
項 １ に 記 載 の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ス リ ッ ト が チ ュ ー ブ の 長 軸 方 向 に 、 側 孔 の 先 端 側 に の み 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 １ に 記 載 の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ス リ ッ ト が チ ュ ー ブ の 長 軸 方 向 に 、 側 孔 の 後 端 側 に の み 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 １ に 記 載 の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 ス リ ッ ト が 単 な る 切 れ 込 み で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載
の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 ス リ ッ ト が 側 孔 の 径 を 超 え な い 範 囲 内 の 幅 を 持 つ 溝 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項
１ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 側 孔 及 び ス リ ッ ト 少 な く と も い ず れ か の 周 壁 が 面 取 り さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、
請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 側 孔 の 先 端 側 お よ び 後 端 側 の 近 傍 位 置 に 補 強 体 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、
請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か に 記 載 の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 側 孔 が 薬 液 の 吐 出 や 体 液 の 吸 引 、 更 に は マ イ ク ロ カ テ ー テ ル や ガ イ ド ワ イ ヤ ー の 通 路
口 と な る こ と を 目 的 と し た 、 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か に 記 載 の カ テ ー テ ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 　 　 本 発 明 は 治 療 用 カ テ ー テ ル に お い て 、 カ テ ー テ ル の 強 度 を 低 下 さ せ る こ と な く 必 要
に 応 じ て 拡 径 が 可 能 な 側 孔 を 得 る 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 　 　 カ テ ー テ ル を 用 い た 病 変 の 治 療 法 は 、 外 科 的 手 術 等 と 比 較 し て 患 者 へ の 負 担 が 軽 く
、 治 療 費 も 安 価 で 済 む こ と か ら 、 盛 ん に 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 　 　 特 に 一 部 の 癌 治 療 に お い て は 、 点 滴 等 に よ る 全 身 へ の 投 薬 で は 抗 癌 剤 が 癌 病 変 だ け
で は な く 、 無 関 係 な 健 康 部 位 に ま で 回 り こ ん で 無 差 別 に 攻 撃 す る た め 、 患 者 の 健 康 被 害 が
著 し い こ と か ら 、 経 皮 経 管 的 に 病 変 部 近 傍 ま で カ テ ー テ ル を 挿 入 ・ 留 置 し 、 少 量 且 つ 高 濃
度 の 抗 癌 剤 を 癌 病 変 へ 選 択 的 に 投 薬 す る 『 動 注 化 学 療 法 』 が 主 流 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 　 　 そ の 際 、 患 者 の 動 作 等 に よ り カ テ ー テ ル の 留 置 位 置 が ず れ 、 誤 っ て 目 的 外 の 血 管 に
抗 癌 剤 が 流 入 す る こ と を 防 止 す る た め 、 目 的 の 血 管 か ら 分 岐 す る 末 梢 側 の 血 管 の 内 、 比 較
的 重 要 度 の 低 い 血 管 に カ テ ー テ ル の 先 端 を 挿 入 し 、 血 管 と カ テ ー テ ル の 隙 間 を 塞 栓 コ イ ル
等 で 詰 め て 固 定 す る 方 法 が 採 ら れ る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 　 　 し か し こ の 場 合 、 本 来 な ら 抗 癌 剤 が 吐 出 さ れ る は ず の カ テ ー テ ル 先 端 孔 も 塞 栓 コ イ
ル 等 に よ り 封 止 さ れ て し ま う た め 、 カ テ ー テ ル に は 別 の 吐 出 口 、 す な わ ち 側 孔 が 必 要 と な
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る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 　 　 「 薬 液 の 吐 出 」 を 目 的 と し て 、 カ テ ー テ ル に 側 孔 を 加 工 す る 場 合 、 「 薬 液 の 吐 出 」
が で き る 程 度 の 口 径 を 有 し て い れ ば よ い が 、 動 注 化 学 療 法 に 使 用 さ れ る カ テ ー テ ル の 側 孔
に お い て は 「 塞 栓 コ イ ル を カ テ ー テ ル 先 端 部 の 外 側 に 配 す る た め の マ イ ク ロ カ テ ー テ ル や
ガ イ ド ワ イ ヤ ー を 、 カ テ ー テ ル の 内 腔 か ら 外 側 へ 通 す た め の “ 通 路 口 ” 」 と い う 目 的 も あ
る た め 、 で き る だ け 大 き な 口 径 が 要 求 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 　 　 し か し 、 側 孔 を 加 工 す る こ と は 則 ち 「 チ ュ ー ブ の 一 部 を 切 り 欠 く 」 こ と で あ り 、 大
き な 口 径 に な れ ば な る ほ ど 強 度 が 低 下 す る の で 、 得 ら れ る 口 径 に は 限 界 が あ る 。 ま た 近 年
、 「 カ テ ー テ ル 留 置 血 管 内 で の 血 流 確 保 」 の 目 的 か ら カ テ ー テ ル の 細 径 化 が 要 求 さ れ る よ
う に な り 、 大 口 径 の 側 孔 を 得 る こ と は 益 々 困 難 に な り つ つ あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 　 　 こ れ ら の 課 題 に つ い て は 現 在 、 次 の ２ つ の 方 法 が 一 般 的 に 実 施 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 　 一 つ は 側 孔 の 形 状 を “ 楕 円 型 ” に す る こ と で あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。 則 ち 、 カ
テ ー テ ル の 長 軸 方 向 に 細 長 い 楕 円 型 の 側 孔 を 加 工 す る こ と で 、 チ ュ ー ブ の 横 断 面 に 対 し て
の 切 り 欠 き 量 を 抑 え つ つ 、 か つ 、 側 孔 の 開 口 面 積 を 大 き く す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 　 　 こ の 場 合 、 楕 円 の 短 径 は チ ュ ー ブ の 強 度 と の 兼 ね 合 い か ら 限 界 が あ る た め 、 マ イ ク
ロ カ テ ー テ ル や ガ イ ド ワ イ ヤ ー が 通 過 可 能 な 側 孔 の 開 口 面 積 を 得 る た め に は 楕 円 の 長 径 を
大 き く と る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 　 　 し か し 、 長 径 を 大 き く と る と 今 度 は カ テ ー テ ル を 血 管 内 に 押 し 進 め る 際 、 そ の 箇 所
で チ ュ ー ブ が “ 座 屈 ” す る た め こ ち ら に も 限 界 が あ り 、 チ ュ ー ブ 材 質 等 と の 兼 ね 合 い か ら
必 要 な 開 口 面 積 が 得 ら れ な い 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 　 　 も う 一 つ は 側 孔 の 形 状 を “ ス リ ッ ト ” に す る こ と で あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ ） 。
則 ち 、 カ テ ー テ ル の 長 軸 方 向 に 内 腔 ま で 達 す る 切 れ 込 み を 入 れ る こ と で 、 そ の 切 れ 込 み を
側 孔 の 代 わ り に す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 　 　 こ の 場 合 、 チ ュ ー ブ の 断 面 積 が 減 少 し な い の で 強 度 低 下 の 恐 れ は ほ と ん ど な い が 、
ス リ ッ ト は 常 時 閉 じ て い る 状 態 な の で 、 マ イ ク ロ カ テ ー テ ル や ガ イ ド ワ イ ヤ ー を 出 し 入 れ
す る 際 の 抵 抗 が 大 き く な り 、 ま た 、 薬 液 を 注 入 す る 際 も 注 入 圧 力 に よ っ て は 確 実 な フ ロ ー
が 保 証 さ れ な い と い う 問 題 が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ２ ９ ０ ８ ４ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ７ ８ ８ ２ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 　 本 発 明 の 目 的 は 、 上 述 し た 課 題 を 解 決 す る た め 、 カ テ ー テ ル の 強 度 を 低 下 さ せ る こ と
な く 、 必 要 に 応 じ て 拡 径 が 可 能 な 側 孔 を 有 す る カ テ ー テ ル を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 　 　 　 本 発 明 は 、 可 撓 性 チ ュ ー ブ に 少 な く と も １ つ の 側 孔 を 設 け た カ テ ー テ ル で あ っ て
、 前 記 側 孔 に ス リ ッ ト を 有 す る こ と を 特 徴 と す る カ テ ー テ ル に 関 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 　 　 　 さ ら に 本 発 明 の カ テ ー テ ル は 、 ス リ ッ ト が チ ュ ー ブ の 長 軸 方 向 に 、 前 記 側 孔 の 両
端 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る ス リ ッ ト 付 き 側 孔 を 有 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
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　 　 　 　 さ ら に 本 発 明 の カ テ ー テ ル は 、 ス リ ッ ト が チ ュ ー ブ の 長 軸 方 向 に 、 側 孔 の 先 端 側
に の み 有 す る こ と を 特 徴 と す る ス リ ッ ト 付 き 側 孔 を 有 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 　 　 　 さ ら に 本 発 明 の カ テ ー テ ル は 、 ス リ ッ ト が チ ュ ー ブ の 長 軸 方 向 に 、 側 孔 の 後 端 側
に の み 有 す る こ と を 特 徴 と す る ス リ ッ ト 付 き 側 孔 を 有 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 　 　 　 さ ら に 本 発 明 の カ テ ー テ ル は 、 ス リ ッ ト が 単 な る 切 れ 込 み で あ る こ と を 特 徴 と す
る ス リ ッ ト 付 き 側 孔 を 有 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 　 　 　 さ ら に 本 発 明 の カ テ ー テ ル は 、 ス リ ッ ト が 側 孔 の 径 を 超 え な い 範 囲 内 で の 幅 を 持
つ 溝 で あ る こ と を 特 徴 と す る ス リ ッ ト 付 き 側 孔 を 有 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 　 　 　 さ ら に 本 発 明 の カ テ ー テ ル は 、 側 孔 及 び ス リ ッ ト 、 或 い は そ の い ず れ か の 周 壁 が
面 取 り さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 　 　 　 さ ら に 本 発 明 の カ テ ー テ ル は 、 側 孔 の 先 端 側 お よ び 後 端 側 の 近 傍 に 補 強 体 が 設 け
ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る ス リ ッ ト 付 き 側 孔 を 有 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 　 　 　 さ ら に 本 発 明 の カ テ ー テ ル は 、 側 孔 が 薬 液 の 吐 出 や 体 液 の 吸 引 、 更 に は マ イ ク ロ
カ テ ー テ ル や ガ イ ド ワ イ ヤ ー の 通 路 口 と な る こ と を 目 的 と し た ス リ ッ ト 付 き 側 孔 を 有 し て
も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 　 　 　 本 発 明 の ス リ ッ ト 付 き 側 孔 を 有 す る カ テ ー テ ル に お い て は 、 薬 液 の 投 入 を 目 的 と
し た 使 用 時 に は 、 ス リ ッ ト は 閉 じ て い る の で 予 め 設 け ら れ た 側 孔 径 以 上 の 口 径 を 有 さ な い
。 一 方 、 マ イ ク ロ カ テ ー テ ル や ガ イ ド ワ イ ヤ ー を 通 過 さ せ る 場 合 に は 、 ス リ ッ ト 部 分 に よ
り 口 径 を 拡 大 で き る た め 、 マ イ ク ロ カ テ ー テ ル や ガ イ ド ワ イ ヤ ー を 出 し 入 れ し や す く す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 　 　 　 ま た 、 市 場 か ら の 「 カ テ ー テ ル は よ り 細 径 化 す る こ と が 好 ま し い が 、 よ り 口 径 の
大 き な 側 孔 も 提 供 し て 欲 し い 」 と い う 要 望 に 対 し 、 本 発 明 を 用 い れ ば 、 カ テ ー テ ル を 細 径
化 し て も 、 強 度 を な る べ く 損 な わ ず 、 サ イ ズ の 大 き な 口 径 を 付 与 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 　 　 　 ま た 、 本 発 明 の ス リ ッ ト 付 き 側 孔 を 有 す る カ テ ー テ ル に お い て は 、 側 孔 の 先 端 側
お よ び 後 端 側 の 近 傍 に 補 強 体 あ る い は 補 強 部 分 を 備 え る こ と で 、 側 孔 付 与 に よ る カ テ ー テ
ル の 強 度 低 下 を 抑 止 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　
　 　 　 　 本 発 明 の 実 施 態 様 を 図 を 用 い て 、 以 下 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 　 　 　 図 １ は 本 発 明 の ス リ ッ ト 付 き 側 孔 を 有 す る カ テ ー テ ル の 一 例 を 示 し 、 図 ２ は 図 １
に 示 し た ス リ ッ ト 付 き 側 孔 を 有 す る カ テ ー テ ル の 一 部 を 示 す 斜 視 図 で あ っ て 、 ス リ ッ ト 付
き 側 孔 お よ び 補 強 体 の 一 実 施 例 を 示 す 。 図 ３ は 側 孔 或 い は ス リ ッ ト の 一 形 状 を 示 す カ テ ー
テ ル の 断 面 図 で あ っ て 、 周 壁 の 位 置 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 　 　 　 図 １ 及 び 図 ２ に お い て 、 １ は 可 撓 性 の チ ュ ー ブ か ら な る カ テ ー テ ル 、 ２ は 側 孔 、
３ は ス リ ッ ト 、 ４ は 補 強 体 、 ５ は コ ネ ク タ ー を 示 す 。 ま た 図 ３ に お い て 、 ６ は 側 孔 或 い は
ス リ ッ ト の 周 壁 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
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　 　 　 　 カ テ ー テ ル １ は 、 シ リ コ ン 、 或 い は ポ リ ウ レ タ ン 、 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル 、 ナ イ ロ ン 等
の 合 成 樹 脂 製 の 可 撓 性 チ ュ ー ブ で あ る こ と が 好 ま し い 。 さ ら に 好 ま し く は 、 ヘ パ リ ン な ど
の 抗 血 栓 性 材 料 、 或 い は シ リ コ ン や 親 水 性 ポ リ マ ー な ど の 潤 滑 性 材 料 を コ ー テ ィ ン グ さ れ
て い る 可 撓 性 チ ュ ー ブ で あ る と よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 　 　 　 カ テ ー テ ル の 外 径 寸 法 と し て 、 動 注 化 学 療 法 に 用 い ら れ る サ イ ズ は 、 ５ フ レ ン チ
サ イ ズ が 主 流 で あ る が 、 本 発 明 に お け る カ テ ー テ ル の 寸 法 は 、 特 に 限 定 さ れ ず 、 ２ ～ ６ フ
レ ン チ サ イ ズ を 用 い る 事 が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 　 　 　 側 孔 ２ は 、 カ テ ー テ ル に 少 な く と も １ つ 有 し 、 ま た 複 数 設 け ら れ て あ っ て 良 く 、
形 状 は 真 円 、 或 い は 楕 円 状 が 良 い が 、 限 定 さ れ る も の で は な い 。 側 孔 ２ を 設 け る 位 置 は 、
カ テ ー テ ル 先 端 か ら 手 元 に 至 る ど の 位 置 で も よ い が 、 先 端 か ら ２ ０ ０ ｍ ｍ 以 内 に 設 け る の
が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 　 　 　 ま た 側 孔 ２ は 、 周 壁 部 （ 図 ３ ） を 面 取 り す る こ と も 好 ま し い 。 カ テ ー テ ル の 外 面
側 に 面 取 り を 施 す こ と に よ り （ 例 え ば 、 図 ５ （ ｄ ） ） 、 側 孔 ２ の 端 部 で 血 管 壁 が 傷 つ け ら
れ る 程 度 を 低 減 す る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 カ テ ー テ ル の 内 面 側 に 面 取 り を 施 す こ と に
よ り （ 例 え ば 、 図 ５ （ ｅ ） ） 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ー 、 或 い は マ イ ク ロ カ テ ー テ ル を カ テ ー テ ル
内 腔 か ら 側 孔 ２ 、 ス リ ッ ト ３ を 通 じ て 、 外 へ 出 そ う と す る 際 、 面 取 り に よ る カ テ ー テ ル 内
壁 の 段 差 に よ っ て 、 側 孔 ２ の 位 置 を 判 別 し や す く す る こ と が で き る 。 外 面 側 お よ び 内 面 側
の 両 方 に 面 取 り し て あ っ て も か ま わ な い （ 例 え ば 、 図 ５ （ ｆ ） ） 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 　 　 　 側 孔 ２ の 口 径 に つ い て は 、 カ テ ー テ ル 長 軸 方 向 に 垂 直 な 方 向 の 径 は 、 カ テ ー テ ル
直 径 以 下 の 範 囲 で 限 定 は さ れ な い 。 カ テ ー テ ル 長 軸 方 向 の 側 孔 径 に つ い て は 特 に 限 定 さ れ
な い が 、 ２ ｍ ｍ ～ ４ ｍ ｍ が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 　 　 側 孔 を 加 工 す る 際 の 、 カ テ ー テ ル を 切 り 欠 く 深 さ は 限 定 し な い が 、 カ テ ー テ ル 直 径
の 1／ ２ 以 下 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 　 　 　 ス リ ッ ト ３ は 、 カ テ ー テ ル の 長 軸 方 向 に 、 側 孔 ２ の 先 端 側 と 後 端 側 あ る い は 、 ど
ち ら か 一 端 に 加 工 さ れ て い る 。 ス リ ッ ト ３ の 加 工 位 置 は 、 図 ２ に 示 し た と お り 、 側 孔 ２ の
カ テ ー テ ル 長 軸 方 向 の 中 心 線 上 の 端 部 に あ る こ と が 好 ま し い が 、 限 定 さ れ る も の で は な い
。 ス リ ッ ト ３ の 形 状 は 、 単 な る 切 れ 込 み で も 、 側 孔 径 を 超 え な い 範 囲 の 幅 を 持 つ 溝 状 で も
構 わ な い 。 ス リ ッ ト ３ の カ テ ー テ ル 長 軸 方 向 の 長 さ は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 ２ ｍ ｍ ～ ４ ｍ
ｍ が 好 ま し い 。 ス リ ッ ト ３ に つ い て も 周 壁 部 を 面 取 り す る こ と が で き る 。 カ テ ー テ ル の 外
面 側 に 面 取 り を 施 す こ と に よ り （ 例 え ば 、 図 ５ （ ｊ ） ） 、 ス リ ッ ト ３ の 端 部 で 血 管 壁 が 傷
つ け ら れ る 程 度 を 低 減 す る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 カ テ ー テ ル の 内 面 側 に 面 取 り を 施 す
こ と に よ り （ 例 え ば 、 図 ５ （ ｋ ） ） 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ー 、 或 い は マ イ ク ロ カ テ ー テ ル を カ テ
ー テ ル 内 腔 か ら 側 孔 ２ 、 ス リ ッ ト ３ を 通 じ て 、 外 へ 出 そ う と す る 際 、 面 取 り に よ る カ テ ー
テ ル 内 壁 の 段 差 に よ っ て 、 ス リ ッ ト ３ の 位 置 を 判 別 し や す く す る こ と が で き る 。 ま た 、 外
面 側 お よ び 内 面 側 の 両 方 に 面 取 り す る こ と も 可 能 で あ る （ 例 え ば 、 図 ５ （ ｌ ） ） 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 　 　 ス リ ッ ト ３ が 幅 を 持 っ た 溝 の 場 合 、 そ の 幅 は 、 側 孔 の カ テ ー テ ル 長 軸 に 垂 直 な 方 向
の 径 以 下 の 範 囲 で あ れ ば よ く 、 特 に 限 定 は さ れ な い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 　 　 　 図 ４ （ ａ ） ～ （ ｈ ） に 、 側 孔 ２ お よ び ス リ ッ ト ３ の 形 状 を 上 か ら 見 た 具 体 例 を 示
す 。 図 ４ （ ａ ） ～ （ ｈ ） に お い て 、 ス リ ッ ト ３ は 側 孔 ２ の 両 端 に 付 与 さ れ て い る が 、 ど ち
ら か 一 端 に 付 与 さ れ る の み で あ っ て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 　 　 　 図 ４ （ ａ ） は ス リ ッ ト ３ お よ び 側 孔 ２ が 単 な る 切 れ 込 み で あ る 場 合 を 示 す 。 図 ４
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（ ｂ ） は 図 ４ （ ａ ） に 対 し て ス リ ッ ト ３ に 面 取 り を 施 し た 場 合 を 示 す 。 図 ４ （ ｃ ） に は 、
側 孔 ２ は 単 な る 切 れ 込 み で あ る が 、 ス リ ッ ト ３ は 幅 を 持 っ た 溝 で あ る 場 合 を 示 す 。 図 ４ （
ｄ ） は 図 ４ （ ｃ ） の 幅 を 持 っ た ス リ ッ ト ３ に 面 取 り を 施 し た 場 合 を 示 す 。 図 ４ （ ｅ ） は 図
４ （ ａ ） に 対 し て 側 孔 ２ に 面 取 り を 施 し た 場 合 を 示 す 。 図 ４ （ ｆ ） は 図 ４ （ ｅ ） に 対 し て
ス リ ッ ト ３ に も 面 取 り を 施 し た 場 合 を 示 す 。 図 ４ （ ｇ ） は 図 ４ （ ｃ ） に 対 し て 側 孔 ２ に 面
取 り を 施 し た 場 合 を 示 す 。 図 ４ （ ｈ ） は 図 ４ （ ｇ ） に 対 し て ス リ ッ ト ３ に も 面 取 り を 施 し
た 場 合 を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 　 　 　 ま た 、 図 ５ （ ａ ） ～ （ ｌ ） に 、 側 孔 ２ 、 或 い は ス リ ッ ト ３ の 周 壁 に 面 取 り す る 場
合 の 具 体 例 を 示 す 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 　 　 　 図 ５ （ ａ ） ～ （ ｆ ） は ス リ ッ ト ３ が 幅 を 持 っ た 溝 で あ る 場 合 の 具 体 例 （ 断 面 図 ）
で あ り 、 こ こ で 示 し た 具 体 例 は 、 側 孔 ２ の 面 取 り の 場 合 に つ い て も 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 　 　 　 図 ５ （ ｇ ） ～ （ ｌ ） は 、 ス リ ッ ト ３ が 幅 を 持 た な い 切 れ 込 み で あ る 場 合 の 具 体 例
（ 断 面 図 ） で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 　 　 　 面 取 り は 、 平 板 状 の 刃 を 用 い て カ テ ー テ ル 外 面 側 か ら カ テ ー テ ル を 切 取 る こ と で
達 成 す る こ と が 好 ま し い が 、 切 取 る 方 法 は 特 に 限 定 し な い 。 ま た 面 取 り の 角 度 、 長 さ は 限
定 し な い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 　 　 　 図 ５ （ ａ ） は ス リ ッ ト ３ が 幅 を 持 っ た 単 な る 切 れ 込 み で あ る 場 合 を 示 す 。 図 ５ （
ｂ ） は 、 図 ５ （ ａ ） に 対 し て 外 面 側 の 幅 が 広 く な る よ う に 切 取 っ た 場 合 の 断 面 図 で あ る 。
図 ５ （ ｃ ） は 、 図 ５ （ ａ ） に 対 し て 内 面 側 の 幅 が 広 く な る よ う に 切 取 っ た 場 合 の 断 面 図 で
あ る 。 図 ５ （ ｄ ） は 、 図 ５ （ ａ ） に 対 し て カ テ ー テ ル 外 面 側 に 面 取 り を 施 し た 場 合 で あ る
。 図 ５ （ ｅ ） は 、 図 ５ （ ａ ） に 対 し て カ テ ー テ ル 内 面 側 に 面 取 り を 施 し た 場 合 を 示 す 。 図
５ （ ｆ ） は 、 図 ５ （ ａ ） に 対 し て カ テ ー テ ル 外 内 面 に 面 取 り を 施 し た 場 合 を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 　 　 　 図 ５ （ ｇ ） は ス リ ッ ト ３ が 幅 を 持 た な い 単 な る 切 れ 込 み で あ る 場 合 を 示 す 。 図 ５
（ ｈ ） は 、 外 径 側 が 幅 を 有 す る よ う に 切 取 っ た 場 合 を 示 す 。 図 ５ （ ｉ ） は 、 内 径 側 が 幅 を
有 す る よ う に 切 取 っ た 場 合 を 示 す 。 図 ５ （ ｊ ） は 、 図 ５ （ ｇ ） に 対 し て 、 カ テ ー テ ル 外 面
側 か ら 面 取 り を 施 し た 場 合 を 示 す 。 図 ５ （ ｋ ） は 、 図 ５ （ ｇ ） に 対 し て 、 カ テ ー テ ル 内 面
側 か ら 面 取 り を 施 し た 場 合 を 示 す 。 図 ５ （ ｌ ） は 、 図 ５ （ ｇ ） に 対 し て カ テ ー テ ル の 外 内
面 に 面 取 り を 施 し た 場 合 を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 　 　 　 本 発 明 に お い て 補 強 体 ４ は 、 ス リ ッ ト 端 部 か ら カ テ ー テ ル が 長 軸 方 向 に 裂 け る こ
と を 防 ぐ こ と を 始 め と し て 、 カ テ ー テ ル を 補 強 す る た め に 設 け ら れ て お り 、 好 ま し く は Ｘ
線 不 透 過 の 材 料 、 例 え ば プ ラ チ ナ な ど の 金 属 で 構 成 さ れ て い る 金 属 環 等 が よ い 。 Ｘ 線 不 透
過 の 材 料 を 補 強 体 に 使 用 す る こ と で 、 補 強 体 は “ 造 影 マ ー カ ー ” と し て の 役 割 も 果 す こ と
が で き 、 Ｘ 線 透 視 下 に お い て 、 側 孔 の 位 置 を 把 握 し や す く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 　 　 　 補 強 体 ４ は 、 カ テ ー テ ル シ ャ フ ト よ り 硬 質 な 、 ポ リ ウ レ タ ン 、 塩 化 ビ ニ ル 、 ナ イ
ロ ン な ど の 合 成 樹 脂 か ら な る ポ リ マ チ ュ ー ブ で あ っ て も よ く 、 ポ リ マ チ ュ ー ブ は 、 溶 剤 接
着 あ る い は 熱 溶 着 す る こ と で 補 強 効 果 を 達 成 す る 。 ま た 補 強 体 ４ は 、 カ テ ー テ ル シ ャ フ ト
に 外 付 け す る だ け で な く 、 ス テ ン レ ス 鋼 製 の メ ッ シ ュ 或 い は 金 属 板 を チ ュ ー ブ に チ ュ ー ビ
ン グ の 段 階 で 組 み 込 む こ と で 達 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 　 　 　 補 強 体 ４ を 配 置 す る 位 置 は 、 そ の 目 的 か ら 、 側 孔 の 先 端 側 お よ び 後 端 側 の 近 傍 に
設 け ら れ 、 好 ま し く は 、 ス リ ッ ト の 両 端 か ら ０ ～ １ ０ ｍ ｍ の 位 置 に 設 け ら れ る の が よ い 。
補 強 体 ４ の カ テ ー テ ル 長 軸 方 向 の 幅 は 、 ２ ～ ２ ０ ｍ ｍ が 好 ま し い が 、 特 に 限 定 し な い 。
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【 ０ ０ ４ ９ 】
　 　 　 　 そ の 他 の 本 発 明 の 実 施 形 態 と し て は 、 ス リ ッ ト ３ の 開 き 性 を 向 上 さ せ る た め 、 側
孔 側 の 肉 厚 を 薄 く し た 偏 肉 の カ テ ー テ ル を 作 製 し て も よ い 。 カ テ ー テ ル の 偏 肉 部 位 は 、 側
孔 ２ 、 ス リ ッ ト ３ を 加 工 す る 位 置 に 限 定 し て も よ く 、 ま た 全 長 に 渡 っ て 偏 肉 で あ っ て も よ
い 。 偏 肉 の カ テ ー テ ル に お け る 側 孔 ２ 、 ス リ ッ ト ３ 周 辺 部 の 強 度 低 下 は 、 先 述 し た 補 強 体
４ に よ り 抑 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 　 　 　 ま た 、 コ ネ ク タ ー ５ は 、 周 知 の コ ネ ク タ ー を 用 途 に 応 じ て 選 択 す れ ば よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ １ 】
　  
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る ス リ ッ ト 付 き 側 孔 を 有 す る カ テ ー テ ル を カ テ ー テ ル 長 軸 方 向 か ら 見
た 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 し た ス リ ッ ト 付 き 側 孔 を 有 す る カ テ ー テ ル の 一 部 を 示 す 斜 視 図 で あ っ て
、 ス リ ッ ト 付 き 側 孔 お よ び 補 強 体 の 一 実 施 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 側 孔 の 周 壁 を 示 す 、 カ テ ー テ ル の 断 面 図 で あ る 。 ス リ ッ ト の 場 合 も 同 様 で あ る 。
【 図 ４ 】 （ ａ ） ス リ ッ ト お よ び 側 孔 が 単 な る 切 れ 込 み で あ る 場 合 で あ っ て 、 上 か ら 見 た 図
で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 　 （ ｂ ） （ ａ ） に 対 し て ス リ ッ ト に 面 取 り を 施 し た 場 合 で あ っ て 、 上 か ら 見 た 図 で あ る
。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 　 （ ｃ ） 側 孔 は 単 な る 切 れ 込 み で あ る が 、 ス リ ッ ト が 幅 を 持 っ た 溝 で あ る 場 合 で あ っ て
、 上 か ら 見 た 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 　 （ ｄ ） （ ｃ ） の 幅 を 持 っ た ス リ ッ ト に 面 取 り を 施 し た 場 合 で あ っ て 、 上 か ら 見 た 図 で
あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 　 （ ｅ ） （ ａ ） に 対 し て 側 孔 に 面 取 り を 施 し た 場 合 で あ っ て 、 上 か ら 見 た 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 　 （ ｆ ） （ ｅ ） に 対 し て ス リ ッ ト に も 面 取 り を 施 し た 場 合 で あ っ て 、 上 か ら 見 た 図 で あ
る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 　 （ ｇ ） （ ｃ ） に 対 し て 側 孔 に 面 取 り を 施 し た 場 合 で あ っ て 、 上 か ら 見 た 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 　 （ ｈ ） （ ｇ ） に 対 し て ス リ ッ ト に も 面 取 り を 施 し た 場 合 で あ っ て 、 上 か ら 見 た 図 で あ
る 。
【 図 ５ 】 （ ａ ） ス リ ッ ト が 幅 を 持 っ た 溝 で あ る 場 合 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 　 （ ｂ ） （ ａ ） か ら 、 外 面 側 の 幅 が 広 く な る よ う に 切 取 っ た 場 合 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 　 （ ｃ ） （ ａ ） か ら 、 内 径 側 の 幅 が 広 く な る よ う に 切 取 っ た 場 合 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 　 （ ｄ ） （ ａ ） に 対 し て カ テ ー テ ル 外 面 側 に 面 取 り を 施 し た 場 合 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 　 （ ｅ ） （ ａ ） に 対 し て カ テ ー テ ル 内 面 側 に 面 取 り を 施 し た 場 合 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 　 （ ｆ ） （ ａ ） に 対 し て カ テ ー テ ル 外 内 面 に 面 取 り を 施 し た 場 合 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 　 （ ｇ ） ス リ ッ ト が 幅 を 持 た な い 単 な る 切 れ 込 み で あ る 場 合 の 断 面 図 で あ る 。
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【 ０ ０ ６ ５ 】
　 　 （ ｈ ） （ ｇ ） か ら 、 外 面 側 の 幅 が 広 く な る よ う に 切 取 っ た 場 合 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 　 （ ｉ ） （ ｇ ） か ら 、 内 径 側 の 幅 が 広 く な る よ う に 切 取 っ た 場 合 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 　 （ ｊ ） （ ｇ ） に 対 し て カ テ ー テ ル 外 面 側 に 面 取 り を 施 し た 場 合 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 　 （ ｋ ） （ ｇ ） に 対 し て カ テ ー テ ル 内 面 側 に 面 取 り を 施 し た 場 合 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 　 （ ｌ ） （ ｇ ） に 対 し て カ テ ー テ ル 外 内 面 に 面 取 り を 施 し た 場 合 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ０ 】
　  
　 １ 　 　 カ テ ー テ ル
　 ２ 　 　 側 孔
　 ３ 　 　 ス リ ッ ト
　 ４ 　 　 補 強 体
　 ５ 　 　 コ ネ ク タ ー
　 ６ 　 　 周 壁

10

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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